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主 な 記 事 
パート職員などを募集します 2面 
だまされない賢い消費者に 2面 
介護保険サービス調査にご協力 3面 
地球はみんなの宝物② 3面 
歯の健康シリーズ10 4面 

DDDDD DDDDD

男  28，198人（+42） 
平成13年8月1日現在（　）は前月との比較 

市の人口 市の人口 

女  28，966人（+32） 
合計  57，164人（+74） 

世帯数  20，538世帯（+33） 

古紙配合率100％再生紙を
使用しています

女
子
選
抜
は
４
位
に

女
子
選
抜
は
４
位
に 

女
子
選
抜
は
４
位
に 

第
１４
回
全
国
小
学
生
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
大
会
（
主
催
＝
�
日

本
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
協
会
）
が
８
月
３
日
か
ら
５
日
ま
で
、
田

辺
中
央
体
育
館
や
同
志
社
大
学
京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
デ
ィ

ヴ
ィ
ス
記
念
館
（
体
育
館
）
・
田
辺
高
校
体
育
館
で
、
全
国

か
ら
男
子
２７
チ
ー
ム
・
女
子
２０
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
開
か
れ

ま
し
た
。
女
子
の
部
で
初
優
勝
を
目
指
し
た
桃
園
小
学
校
ハ

ン
ド
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
は
決
勝
戦
で
神
森
小
学
校
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
ク
ラ
ブ
（
沖
縄
県
）
と
対
決
。
大
接
戦
の
末
、
１
点
差
で

敗
れ
た
も
の
の
、
み
ご
と
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。
男
子
優

勝
は
玉
名
町
小
学
校
（
熊
本
県
）
で
、
初
優
勝
の
栄
誉
を
獲

得
し
ま
し
た
。

全
国
小
学
生
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
大
会

男子は入賞逃す

府
女
子
の
部
代
表
の
桃
園
小

学
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

は
、
予
選
リ
ー
グ
・
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
と
も
順
調
に
勝
ち
上

が
り
、
決
勝
戦
で
沖
縄
県
代
表

の
神
森
小
学
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

桃園小（　）が準優勝 女
子
女
子 桃園小（　）が準優勝 女
子 

ク
ラ
ブ
と
対
戦
。
試
合
は
一
進

一
退
の
シ
ー
ソ
ー
ゲ
ー
ム
と
な

り
、
残
り
２
分
で
７
�
ス
ロ
ー

に
よ
り
加
点
さ
れ
７
対
８
の
１

点
差
で
敗
れ
ま
し
た
。

開
催
地
代
表
で
出
場
し
た
京

平
和
の
尊
さ
を
広
く
市
民
の

み
な
さ
ん
に
訴
え
、
後
世
に
伝

え
る
た
め
、
平
和
都
市
推
進
協

議
会
な
ど
は
「
京
田
辺
市
平
和

の
つ
ど
い
」
を
８
月
９
日
に
コ

戦
争
の
悲
惨
さ
を
実
感

平
和
を
テ
ー
マ
に
し
た
書
道
展
を
見
る
参
加
者
（
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
）

8月3日の開会式で力強く選手宣誓
をする三重県・笹川ハンドボール
少年団の奥田恭子主将

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
奈
良
県
・
真
弓
ク
ラ
ブ
と
対
戦
す
る
桃
園
小
学
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

チ
ー
ム
（
８
月
４
日
、
田
辺
中
央
体
育
館
）

ゴールが決まるたびに応援団の熱気は最高潮に（田辺中央体育館）

平和のつどい

田
辺
市
選
抜
も
４
位
と
な
り
、

女
子
の
部
で
市
内
の
２
チ
ー
ム

と
も
入
賞
を
し
ま
し
た
。

男
子
の
部
の
府
代
表
の
京
田

辺
市
選
抜
は
予
選
リ
ー
グ
で
、

開
催
地
代
表
の
桃
園
小
学
校
ハ

ン
ド
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
は
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
そ
れ
ぞ
れ
惜

敗
し
ま
し
た
。

準
優
勝
の
メ
ダ
ル
を
授
与
さ
れ
た
桃
園
小
学
校
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
チ
ー
ム

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
で
開
き
ま

し
た
。

式
典
で
は
約
１
０
０
人
の
参

加
者
が
先
の
戦
争
で
犠
牲
と
な

ら
れ
た
方
々
へ
黙
と
う
を
捧
げ

た
後
、
久
村
哲
市
長
が
「
今
後

も
、
平
和
意
識
の
高
揚
を
目
指

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま

い
り
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
さ

ら
に
広
島
・
長
崎
両
市
長
と
沖

縄
県
知
事
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
平

和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
紹
介
や

平
和
書
道
展
の
入
賞
者
表
彰
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
８
月
１５
日
ま
で
開
か

れ
た
平
和
展
は
、
戦
争
に
関
す

る
写
真
パ
ネ
ル
や
平
和
を
テ
ー

マ
に
し
た
書
道
作
品
の
展
示
。

訪
れ
た
市
民
の
み
な
さ
ん
は
、

戦
争
の
悲
惨
さ
や
平
和
の
大
切

さ
を
噛
み
し
め
て
い
ま
し
た
。

平
和
書
道
展
に
は
、
一
般
の

方
か
ら
１６
人
・
小
学
生
１
１
２

人
・
中
学
生
５０
人
か
ら
作
品
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

市
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に

「
Ｉ
Ｔ
（
情
報
技
術
）」
に
親
し

ん
で
い
た
だ
こ
う
と
、
パ
ソ
コ

ン
の
基
本
的
な
使
い
方
や
文
書

の
作
成
・
電
子
メ
ー
ル
の
送
受

信
な
ど
を
学
ぶ
Ｉ
Ｔ
講
習
会
を

開
い
て
い
ま
す
。

８
月
２８
日
�
か
ら
始
ま
る

「
Ｉ
Ｔ
講
習
会
（
そ
の
２
）」
の

参
加
希
望
者
を
募
集
を
し
た
と

こ
ろ
、
定
員
に
満
た
な
い
講
座

が
あ
り
ま
す
の
で
、
追
加
募
集

を
行
い
ま
す
。
た
だ
し
、
定
員

に
な
れ
ば
締
め
切
り
ま
す
。

募
集
す
る
講
座
・
時
間
＝

▼
１１
月
１３
日
�
〜
１６
日
�
・
夜

▼
１１
月
２７
日
�
〜
３０
日
�
・
昼

▼
１２
月
４
日
�
〜
７
日
�
・
朝

▼
１２
月
４
日
�
〜
７
日
�
・
昼

▼
１２
月
４
日
�
〜
７
日
�
・
夜

▼
１２
月
１８
日
�
〜
２１
日
�
・
朝

▼
１２
月
１８
日
�
〜
２１
日
�
・
昼

開
催
時
間
＝
▼
朝
…
午
前
９

時
〜
正
午
▼
昼
…
午
後
１
時
３０

分
〜
４
時
３０
分
▼
夜
…
午
後
６

時
３０
分
〜
９
時
３０
分

申
込
・
問
合
せ
先
＝
社
会
教

育
課
（
�
６４
・
１
３
９
３
）

申
し
込
み
は
お
早
め
に

受
講
生
を
追
加
募
集
し
ま
す

IT講習会

平
和
の
大
切
さ
を
後
世
に

平
和
の
大
切
さ
を
後
世
に 

平
和
の
大
切
さ
を
後
世
に 
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広
報
紙
に
掲
載
の
写
真
さ
し
あ
げ
ま
す
。 

　
　
ご
希
望
の
方
は
市
役
所
４
階
広
報
広
聴
課 

　
　
　
　
　
（
�
６４
・
１
３
２
０
）
へ 

日時 場所 
9月6日� 

午
前
10
時
〜
11
時 

10月4日� 

11月1日� 

12月6日� 

平成14年1月10日� 

2月7日� 

3月7日� 

草内保育所 

三山木保育所 

南山保育所 

■保育所体験の日程 

ゆ
ず
り
ま
す

�
電
動
車
い
す
（
介
護
者
操

作
可
）
�
家
具
調
車
い
す
（
介

護
用
）
�
折
り
た
た
み
式
小
型

車
い
す
（
介
護
用
）
�
パ
ソ
コ

�
国
際
高
等
研
究
所
は
、
国

内
の
一
流
の
研
究
者
と
の
交
流

を
通
じ
、
２１
世
紀
を
担
う
子
ど

も
た
ち
に
、
学
び
の
楽
し
さ
を

教
え
、
創
造
の
芽
を
育
む
こ
と

を
目
的
に
、
サ
イ
エ
ン
ス
・
ス

ク
ー
ル
２
０
０
１
を
開
き
ま

す
。日

時
＝
１０
月
２１
日
�
午
前
１０

時
３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分

場
所
＝
国
際
高
等
研
究
所
レ

ク
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル
（
木
津
町
）

演
題
・
講
師
＝
▼
「
な
ぜ

『
チ
ョ
ウ
』
と
『
ガ
』

か
？
」
・
総
合
地
球
環
境
学
研

究
所
所
長
で
京
都
大
学
名
誉
教

授
の
日
高
敏
隆
先
生
▼
「
チ
ョ

ウ
と
ガ
に
魅
せ
ら
れ
て
」
・
鳴

門
教
育
大
学
学
校
教
育
学
部
助

手
の
小
汐
千
春
先
生
▼
「
セ
ミ

ヤ
ド
リ
ガ
の
生
活
を
追
っ

て
」
・
大
阪
府
立
大
学
農
学
部

教
授
の
石
井
実
先
生

募
集
人
数
＝
小
学
校
５
年
生

と
６
年
生
の
児
童
と
そ
の
保
護

者
５５
組
１
１
０
人
（
保
護
者
同

伴
で
受
講
で
き
る
児
童
に
限
り

ま
す
）

応
募
方
法
＝
往
復
は
が
き
ま

た
は
電
子
メ
ー
ル
に
、
住
所
・

児
童
の
氏
名
・
性
別
・
小
学
校

名
・
学
年
・
電
話
番
号
、
同
伴

す
る
保
護
者
氏
名
と
子
ど
も
か

ら
「
先
生
に
一
番
聞
い
て
み
た

い
こ
と
」
を
必
ず
書
い
て
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

を
行
い
、
結
果
に
つ
い
て
は
１０

月
３
日
以
降
に
連
絡
し
ま
す
。

し
め
き
り
＝
１０
月
２
日
�
必

着
参
加
費
用
＝
親
子
１
組
３
千

円
（
受
講
料
・
昼
食
・
講
演
記

録
冊
子
代
を
含
み
ま
す
）

応
募
・
問
合
せ
先
＝
国
際
高

等
研
究
所
「
サ
イ
エ
ン
ス
・
ス

ク
ー
ル
」
係
（
〒
６
１
９
・
０

２
２
５
木
津
町
木
津
川
台
９
・

３
、
�
７３
・
４
０
０
０
、
電
子

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス：

lec2@
iias.or.jp

）、
問
い
合
わ

せ
は
日
・
月
曜
日
、
祝
日
を
除

く
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時
で

す
。

君
の
不
思
議
を
探
そ
う
　
〜
チ
ョ
ウ
と
ガ
の
不
思
議
へ
の
旅
〜

 

サ
イ
エ
ン
ス
・
ス
ク
ー
ル

サ
イ
エ
ン
ス
・
ス
ク
ー
ル 

サ
イ
エ
ン
ス
・
ス
ク
ー
ル 

コ
ー
ラ
ス
か
が
や
き

日
時
＝
９
月
７
日
�
午
前

１１
時
３０
分
〜
午
後
０
時
１５
分

場
所
＝
普
賢
寺
小
学
校

内
容
＝
普
賢
寺
小
学
校
の

祖
父
母
参
観
で
行
わ
れ
る
「
音

楽
を
楽
し
む
会
」
に
参
加
し
ま

す
。
コ
ー
ラ
ス
か
が
や
き
と
京

田
辺
ハ
ー
モ
ニ
カ
同
好
会
と
が

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
は
、

利
用
者
に
ど
れ
く
ら
い
満
足
し

て
も
ら
っ
て
い
る
の
か
‥
。

市
内
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
で
つ
く
る
、
京
田
辺
市

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
連

絡
協
議
会
（
西
村
昭
男
会
長
・

５０
事
業
所
）
は
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
者
の
満
足
度
を
は
か

る
た
め
、「
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
利
用
満
足
度
調
査
」
を
行
い

ま
す
。

こ
れ
は
、
現
在
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
さ
れ
て
い
る
方
々
に
直
接

サ
ー
ビ
ス
の
評
価
を
し
て
い
た

だ
き
、
そ
の
結
果
を
公
表
す
る

こ
と
で
、
サ
ー
ビ
ス
選
択
に
役

立
て
て
も
ら
お
う
と
い
う
も
の

で
す
。

同
時
に
、
利
用
者
と
同
じ
項

目
で
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
自
ら
も

自
己
点
検
を
行
い
、
そ
の
結
果

を
併
せ
て
公
表
し
、
サ
ー
ビ
ス

の
質
の
向
上
に
努
め
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

「
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用

満
足
度
調
査
」
は
、
居
宅
介
護

支
援
事
業
所
に
つ
い
て
の
１０
項

目
と
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
・
施
設

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
１３
項
目

を
「
は
い
」「
い
い
え
」
の
ど

ち
ら
か
で
答
え
て
い
た
だ
く
も

の
で
す
。

調
査
は
、
無
記
名
で
添
付
の

封
筒
で
返
送
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

調
査
票
は
、
協
議
会
に
加
入

し
て
い
る
居
宅
介
護
支
援
事
業

所
、
各
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
お
よ

び
介
護
保
険
室
窓
口
に
備
え
付

け
て
あ
り
ま
す
。

な
お
、
こ
の
調
査
の
結
果
公

表
は
１２
月
の
予
定
で
す
。

送
付
・
問
合
せ
先
＝
市
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
連
絡
協

議
会
（
〒
６
１
０
・
０
３
９
３

地 球 は 
み 

地 球 は 
み ん な の 宝 物 ん な の 宝 物 

～地球環境問題を考えよう～ 

2

今月は「地球温暖化の影響」について
です。

今から46億年前、太陽系の惑星の一つ
として誕生した地球。
以来、地球は営々と続く時の流れの中

で、清らかな大気や水、豊かな緑を形づ
くり、多種多様な生命を育んでくれまし
た。
ところが今、私たち人類は、その存在

の基盤である地球を傷つけ、人類だけで
なく地球上の様々な動植物の存在さえ危
うくしているのです。

地球の気温は、20世紀の間に0.4～0.8℃
上昇しました。とりわけ1995年以降の高
温傾向が顕著で、このまま進むと2100年
には、1.4～5.8℃上昇すると予測されてい
ます。

北半球の春・夏季の海氷面積は、1950
年代以降約10～15㌫減少しました。今後、
北半球の積雪と海氷範囲はさらに減少し、
また、氷河も後退を続けると予測されて
います。

20世紀中に海面は10～20�上昇しまし
た。1990年から2100年の間に、主として
海水の熱膨張と氷河などの融解により9～
88�上昇すると予測されています。
日本でも、現在満潮水位下の地域に約

200万人が居住しており、仮に海面が1�
上昇すると、この人口は410万人に増加し、
京都府でも大部分の砂浜が失われること
になります。

蒸発と降雨という水のサイクルが活発
化しますが、困ったことに、この結果、
洪水が多発する地域がある一方、渇水や
干ばつに見まわれる地域も出てきます。

温暖化は農業にも大きな変化をもたら
します。異常気象による農作物の不作か
ら世界的な食糧危機が起こることも考え
られます。
日本では、現在のジャポニカ米から、

ピラフなどに向くインディカ米との掛け
合わせた品種に切り替わることも考えら
れます。
また、熱帯産の害虫が国内に定着し、

収穫が激減することも考えられます。

地球温暖化の影響
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急激に変化した20世紀 
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集中豪雨や干ばつが増加 
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海面水位の上昇 

農産物にも多大な影響 

集中豪雨や干ばつが増加 

地球温暖化（その2） 

急激に変化した20世紀 

さらに熱くなる地球の気温 

地球の温暖化によって 
予測される被害 

減少する海氷・積雪 

海面水位の上昇 

農産物にも多大な影響 

海面水位の上昇 

集中豪雨や干ばつが増加 

地球温暖化（その2） 

急激に変化した20世紀 

さらに熱くなる地球の気温 

地球の温暖化によって 
予測される被害 

減少する海氷・積雪 

海面水位の上昇 

農産物にも多大な影響 

集中豪雨や干ばつが増加集中豪雨や干ばつが増加 集中豪雨や干ばつが増加 

地球温暖化（その2） 

急激に変化した20世紀 

さらに熱くなる地球の気温 

地球の温暖化によって 
予測される被害 

減少する海氷・積雪 

海面水位の上昇 

農産物にも多大な影響 

集中豪雨や干ばつが増加 

農産物にも多大な影響 

地球温暖化（その2） 

急激に変化した20世紀 

さらに熱くなる地球の気温 

地球の温暖化によって 
予測される被害 

地球の温暖化によって 
予測される被害 

減少する海氷・積雪 

海面水位の上昇 

農産物にも多大な影響 

集中豪雨や干ばつが増加 

～悪質商法～～悪質商法～ ～悪質商法～ ～悪質商法～ 
自分を守るための10原則 

悪
質
商
法
は
、
あ
の
手

こ
の
手
で
し
の
び
寄
っ
て

き
ま
す
。

み
な
さ
ん
、
変
だ
と

思
っ
た
ら
す
ぐ
産
業
振
興

課
消
費
生
活
相
談
窓
口

（
�
６４
・
１
３
６
０
）
へ
電

話
し
て
く
だ
さ
い
。

消
費
生
活
専
門
相
談
員

が
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の

購
入
に
よ
っ
て
生
じ
た
、

さ
ま
ざ
ま
な
苦
情
の
相
談

を
受
け
た
り
、
情
報
提
供

す
る
こ
と
で
被
害
の
未
然

防
止
を
図
り
、
消
費
者
の

手
助
け
を
し
ま
す
。

日
時
＝
毎
週
水
・
金
曜

日
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時

場
所
＝
市
役
所
３
階
３

０
６
会
議
室

申
込
・
問
合
せ
先
＝
産

業
振
興
課
（
�
６４
・
１
３

６
０
）

第
６
回
子
育
て
サ
ロ
ン

親
子
で
参
加
し
ま
せ
ん
か

日
時
＝
９
月
６
日
�
午
前
９

時
４０
分
〜
正
午

場
所
＝
北
部
住
民
セ
ン
タ
ー

内
容
＝
�
歯
の
健
康
教
室
�

親
子
体
操
教
室

講
師
＝
�
歯
科
衛
生
士
の
奥

村
陽
子
さ
ん
�
堀
井
洋
子
さ
ん

（
体
操
指
導
）

対
象
＝
乳
幼
児
と
そ
の
親

申
込
・
問
合
せ
先
＝
大
住
民

生
児
童
委
員
協
議
会
　
子
育
て

サ
ロ
ン
担
当
　
伊
藤
（
�
６２
・

２
１
９
９
）

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
京

田
辺
市
実
施
委
員
会
は
、
７
月

２
日
に
近
鉄
新
田
辺
駅
周
辺
で

街
頭
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。

同
委
員
会
委
員
や
防
犯
推
進

委
員
な
ど
約
３０
人
が
、
明
る
い

社
会
を
築
く
た
め
の
犯
罪
や
非

行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た

ち
の
更
生
に
つ
い
て
の
理
解
と

協
力
を
よ
び
か
け
、
啓
発
チ
ラ

シ
な
ど
を
配
布
し
た
り
、
田
辺

警
察
署
の
協
力
も
得
て
遊
戯
場

の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
。

ま
た
、
同
運
動
綴
喜
地
区
実

施
委
員
会
に
よ
る
「
第
５１
回
綴

喜
地
区
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
研
修
大
会
」
が
７
月
１３
日
に

中
央
公
民
館
で
開
か
れ
ま
し

ン
⑤
エ
レ
ク
ト
ー
ン
⑥
８
ミ
リ

映
写
機

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

�
毛
糸
（
有
料
）
②
ル
ー
ム

ラ
ン
ナ
ー

申
込
・
問
合
せ
先
＝
産
業
振

興
課
（
�
６４
・
１
３
６
０
）

合
同
で
合
唱
や
演
奏
を
し
、
お

じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、

子
ど
も
ら
と
楽
し
く
交
流
し
ま

す
。

た
。京

田
辺
・
八
幡
両
市
・
井

手
・
宇
治

田
原
両
町

の
綴
喜
４

市
町
か
ら

１
８
４
人

が
参
加

し
、
京
都

児
童
相
談

所
の
川
崎

二
三
彦
さ

ん
に
よ
る

講
演
や
ビ

デ
オ
の
上

映
が
行
わ

れ
ま
し

た
。

み
な
さ
ん
も
一
緒
に
参
加
し

ま
せ
ん
か
。

問
合
せ
先
＝
高
橋
（
�
６２
・

０
２
３
０
）

京
田
辺
市
田
辺
８０
、
介
護
保
険

室
内
、
�
６４
・
１
３
３
７
）

社会を明るくする運動 
街頭啓発や講演会

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス 

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス 

満
足
度
調
査
に
ご
協
力
を

広 報 　 き ょ う た な べ ＜ 2 ＞

なやみごと（人権・行政）相談 なやみごと（人権・行政）相談 

時と場所 

毎月 第２水曜日（市役所会議室） 
 第４水曜日（北部住民センター） 

いずれも午後１時３０分～４時 
祝日の場合はありません 

？ 

？ 
？
 

相談は無料で、秘密は固く守ります。 
　お気軽にお越し下さい。 

市
は
、
非
常
勤
嘱
託
職
員
を

募
集
し
ま
す
。

採
用
予
定
は
、
平
成
１３
年
１０

月
１
日
以
降
、
採
用
期
間
は
１

年
以
内
で
、
必
要
に
応
じ
て
採

用
期
間
の
更
新
を
行
い
ま
す
。

【
職
種
と
受
験
資
格
】

農
業
経
営
改
善
総
括
推
進

員
＝
昭
和
１５
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
人
で
、
農
業
に
精

通
し
農
業
者
や
生
産
組
織
な
ど

に
対
し
、
業
務
と
し
て
指
導
的

立
場
で
関
わ
っ
た
こ
と
の
あ
る

人
で
、
現
在
の
社
会
経
済
情
勢

下
に
お
け
る
農
業
経
営
の
あ
り

方
を
探
究
す
る
意
欲
の
あ
る
人

【
募
集
人
員
】

１
人

【
試
験
日
時
・
場
所
】

９
月
２
日
�
午
前
９
時
か

ら
・
市
役
所
庁
舎
３
階
３
０
５

会
議
室
ほ
か

【
試
験
結
果
の
発
表
】

試
験
結
果
に
基
づ
き
、
文
書

に
よ
り
受
験
者
に
通
知
し
ま

す
。【

申
込
方
法
】

職
員
課
に
備
え
付
け
の
申
込

書
に
必
要
事
項
を
書
い
て
、
撮

影
６
か
月
以
内
の
写
真
（
正

非
常
勤
嘱
託
職
員

非
常
勤
嘱
託
職
員 

非
常
勤
嘱
託
職
員 

臨
時
・
ア
ル
バ
イ
ト
・
パ
ー
ト
職
員 

非
常
勤
嘱
託
職
員 

臨
時
臨
時
・
ア
ル
バ
イ
ト

ア
ル
バ
イ
ト
・
パ
ー
ト
職
員

パ
ー
ト
職
員 

臨
時
・
ア
ル
バ
イ
ト
・
パ
ー
ト
職
員 

市
は
、
臨
時
職
員
・
ア
ル
バ

イ
ト
職
員
お
よ
び
パ
ー
ト
職
員

の
登
録
者
を
募
集
し
ま
す
。

【
職
種
と
応
募
資
格
】

固
定
資
産
評
価
事
務
＝
昭
和

１１
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
固
定
資
産
評
価
事
務
に
携

わ
っ
た
経
験
の
あ
る
人

一
般
事
務
＝
昭
和
２１
年
４
月

２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
高
等
学

校
卒
業
以
上
の
人

保
育
士
＝
昭
和
２１
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
保
育
士
資

格
を
有
す
る
人

保
健
婦
（
士
）
・
看
護
婦

（
士
）
＝
昭
和
２１
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
保
健
婦
（
士
）

ま
た
は
看
護
婦
（
士
）
免
許
を

有
す
る
人
（
看
護
婦
（
士
）
に

つ
い
て
は
、
休
日
応
急
診
療
所

〈
休
日
の
み
〉
だ
け
の
勤
務
も

あ
り
ま
す
）

手
話
通
訳
＝
昭
和
２１
年
４
月

２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
手
話
通

訳
の
で
き
る
人

医
療
事
務
＝
昭
和
２１
年
４
月

２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
医
療
事

務
の
資
格
を
有
す
る
人

栄
養
士
＝
昭
和
２１
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
管
理
栄
養

士
ま
た
は
栄
養
士
免
許
を
有
す

る
人給

食
調
理
師
（
保
育
所
勤

務
）
＝
昭
和
２１
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
た
調
理
師
免
許
を

有
す
る
人

保
育
所
パ
ー
ト
職
員
＝
昭
和

２１
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人環

境
衛
生
技
術
員
＝
昭
和
２１

年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

人

面
・
脱
帽
・
上
半
身
・
縦
６

	
×
横
５
	
）
を
貼
り
、
同
課

へ
受
験
者
本
人
が
持
参
し
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
込
書
交
付
、
受
付
期

間
・
時
間
】

８
月
１５
日


〜
８
月
２４
日
�

（
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
は
除

き
ま
す
）
・
午
前
８
時
３０
分
〜

正
午
と
午
後
１
時
〜
５
時

【
申
込
・
問
合
せ
先
】

職
員
課
（
�
６４
・
１
３
２
４
）

市職員を募集します 
嘱託職員とアルバイト登録者

「
ふ
れ
あ
い
保
育
」

親
子
で
保
育
所
体
験

市
は
、
９
月
か
ら
保
育
所
で

保
育
所
体
験
事
業
を
行
い
ま

す
。こ

れ
は
、
幼
稚
園
や
保
育
所

に
入
っ
て
い
な
い
子
ど
も
を
対

象
に
、
親
子
で
来
て
い
た
だ
き
、

保
育
所
児
と
遊
ん
だ
り
、
保
育

士
と
子
育
て
に
つ
い
て
相
談
す

特
定
動
物
飼
養
者
は

知

事

の

許

可

を

「
動
物
の
飼
養
管
理
と
愛
護

に
関
す
る
条
例
」
が
、
平
成
１３

年
２
月
１
日
に
施
行
さ
れ
ま
し

た
。こ

の
条
例
に
よ
り
人
の
生

命
、
身
体
ま
た
は
、
財
産
に
害

を
加
え
る
お
そ
れ
の
あ
る
動
物

と
し
て
、
カ
ミ
ツ
キ
ガ
メ
、
大

型
の
ヘ
ビ
（
ボ
ア
コ
ン
ス
ト
リ

ク
タ
ー
な
ど
）、
中
型
以
上
の

宿
日
直
員
＝
昭
和
１１
年
４
月

２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

た
だ
し
、
い
ず
れ
の
職
種
も

地
方
公
務
員
法
第
１６
条
の
規
定

に
よ
る
欠
格
事
項
に
該
当
す
る

人
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

【
申
込
方
法
】

職
員
課
に
備
え
付
け
の
申
込

書
に
必
要
事
項
を
書
い
て
、
免

許
証
・
資
格
証
明
書
の
写
し

（
必
要
と
す
る
職
種
）
を
添
え
、

同
課
へ
本
人
が
持
参
し
て
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

郵
送
に
よ
る
申
し
込
み
は
受

け
付
け
ま
せ
ん
。

【
申
込
書
交
付
、
受
付
期

間
・
時
間
】

随
時
行
っ
て
い
ま
す
（
た
だ

し
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除

き
ま
す
）
・
午
前
８
時
３０
分
〜

正
午
と
午
後
１
時
〜
午
後
５
時

く
わ
し
く
は
、
職
員
課
（
�

６４
・
１
３
２
４
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

る
も
の
で
す
。

お
茶
な
ど
の
用
意
は
あ
り
ま

せ
ん
。
必
要
な
人
は
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

実
施
日
＝
左
表
の
と
お
り

参
加
方
法
＝
直
接
、
そ
れ
ぞ

れ
の
保
育
所
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。問

合
せ
先
＝
児
童
福
祉
課

（
�
６４
・
１
３
７
６
）

聞いて
 

聞いて
 

シリーズ 

1

悪質商法は後を絶ちません。
上手に対処し、だまされないよう
賢い消費者になりましょう！！

お
か
し
い
な
‥

お
か
し
い
な
‥ 

そ
う
思
っ
た
ら

そ
う
思
っ
た
ら 

お
か
し
い
な
‥ 

そ
う
思
っ
た
ら 

さ
る
、
オ
オ
ヤ
マ
ネ
コ
な
ど
大

き
な
猫
類
、
ワ
ニ
や
ワ
シ
な
ど

１０
目
２６
科
の
動
物
が
定
め
ら
れ

ま
し
た
。

こ
の
動
物
を
飼
っ
て
い
る
人

ま
た
は
飼
う
予
定
の
人
は
、
知

事
の
許
可
を
受
け
、
飼
い
方
に

つ
い
て
指
導
を
受
け
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
▼
府
生
活
衛
生

課
（
�
０
７
５
・
４
１
４
・
４

７
６
７
）
▼
府
田
辺
保
健
所

（
�
６３
・
５
７
４
５
）

おおむね60歳以上の 
健康で働く意欲のある方 
入会をお待ちしております 
申し込み・お問い合わせは、電話でＯＫ！ 

京田辺市田辺沓脱14番地 
（旧商工会館）TEL65-4020

�京田辺市シルバー人材センター 
お申し込み先 京田辺市内に本・支店を 
 有する金融機関（郵便局含む） 

必要なもの 預金通帳・お届けの印鑑・領収書 
 または使用水量のお知らせ 

もう 
いらなく 
なったよ 

ゆずって 
ほしいな 

市 内 の で き ご と 、
ニュース、催しなどが
あるときは、お知らせ
ください 

広報広聴課 
（�64-1320） 

新田辺駅前で行われた街頭啓発
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今
月
は
「
高
齢
者
の
口
腔
ケ
ア
」
に
つ
い

て
で
す
。

そ
も
そ
も
高
齢
者
と
は
何
歳
を
指
す
の
で

し
ょ
う
か
？
。
辞
書
で
調
べ
て
み
る
と
、「
年

を
取
り
、
第
一
線
を
退
い
て
人
生
を
静
か
に

観
望
す
る
状
態
に
あ
る
者
」
と
あ
り
、
こ
れ

に
よ
る
と
６０
歳
以
上
の
方
を
指
す
よ
う
で
す
。

昔
の
６０
歳
と
違
い
今
の
６０
歳
の
方
は
、
実

に
若
々
し
く
見
え
ま
す
。
ひ
と
昔
前
ま
で
は
、

お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
と
呼
ば
れ
る
の

は
こ
の
年
あ
た
り
か
ら
で
し
た
ね
。
し
か
し
、

口
も
と
が
悪
け
れ
ば
実
際
の
年
齢
よ
り
も
５

〜
１０
歳
は
老
け
て
見
え
る
の
も
現
実
で
す
。

さ
て
、
日
本
歯
科
医
師
会
で
は
“
８
０
２

０
運
動
”
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
８０
歳

で
２０
本
の
歯
を
残
そ
う
と
い
う
運
動
で
す
。

た
だ
実
際
は
、
５０
歳
で
２０
本
と

い
っ
た
と
こ
ろ
が
現
実
の
よ
う
で

す
。
こ
れ
で
は
残
り
の
３０
年
間
の

人
生
が
と
て
も
大
変
で
す
。
歯
が

抜
け
る
、
も
し
く
は
抜
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
る
原
因
の
ほ
と
ん

ど
は
歯
周
病
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
歯
の
ブ
ラ
ッ
シ
ン

グ
・
歯
石
除
去
に
よ
り
改
善
さ
れ

る
歯
周
病
が
多
い
こ
と
が
わ
か
っ

て
き
て
い
ま
す
。
悪
く
な
っ
て
か

ら
治
療
す
る
の
で
は
な
く
、
悪
く

な
ら
な
い
よ
う
に
口
腔
ケ
ア
を
す

る
べ
き
な
の
で
す
。

健
康
の
維
持
回
復
の
第
一
歩
で

あ
る
、
食
事
を
楽
し
く
お
い
し
く

食
べ
る
た
め
に
は
、
口
腔
と
い
う

口
の
中
の
環
境
を
整
え
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

十
分
な
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
と
、
で

き
れ
ば
半
年
に
一
度
ぐ
ら
い
は
、
か
か
り
つ

け
の
歯
科
医
院
で
検
診
を
し
て
も
ら
っ
て
は

い
か
が
で
す
か
。

◎
ま
ず
、
お
口
の
チ
ェ
ッ
ク
を

し
ま
し
ょ
う

�
口
臭
は
？

�
歯
ぐ
き
の
具
合
は
？

�
口
の
動
き
は
？

�
汚
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
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80歳で20本の歯を残そう
あなたのお口は大丈夫？

市
商
工
会
と
�
京
都
産
業
２１

は
、
京
田
辺
あ
き
ん
ど
セ
ミ

ナ
ー
を
開
き
ま
す
。

長
引
く
不
況
、
Ｉ
Ｔ
や
通
販

な
ど
の
無
店
舗
販
売
の
増
加
、

加
え
て
戦
後
初
め
て
の
デ
フ
レ

が
重
な
り
、
地
域
の
中
小
商
業

の
環
境
は
厳
し
く
な
る
一
方
で

す
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
流

通
戦
争
に
勝
ち
残
り
を
か
け
る

商
業
者
の
人
に
「
勝
ち
残
る
た

め
の
戦
略
」
を
提
案
し
ま
す
。

日
時
・
内
容
・
講
師
＝
下
表

の
と
お
り

場
所
＝
市
商
工
会
館

費
用
＝
▼
１
講
座
…
商
工
会

員
は
１
０
０
０
円
・
一
般
は
１

５
０
０
円
▼
全
講
座
…
商
工
会

員
は
３
０
０
０
円
・
一
般
は
５

０
０
０
円
（
初
回
講
義
時
に
徴

収
し
ま
す
）

定
員
＝
先
着
４０
人

し
め
き
り
＝
８
月
３０
日
�

申
込
方
法
＝
市
商
工
会
に
備

え
付
け
の
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
書
い
て
持
参
す
る
か
、
電

話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、
電
子

メ
ー
ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

◆京田辺あきんどセミナー・講座内容 

アシスト経営研究室
室長・中小企業診断士 

横倉　幸司さん 

商業活性化センター 
中小企業診断士 

神田　邦夫さん 

商業活性化センター 
専門指導員 

岩上　亘さん 

商業活性化センター 
中小企業診断士 

土田　泰治さん 

ＦＢＣまちづくり 
研究所　主任研究員 

宮川　幸浩さん 

日時 
小売業を取り巻く現状と

今後の方向 
中小商店が生き残るため
の方策 

平成デフレを生き抜く 
商いの秘訣 

客数増加を図る「待ち」
から「攻め」への商い 

ＩＴ時代に中小商店が 
生き残るには 

中小小売店の 
カード化戦略 

 
9月4日� 
19：30～
21：30

9月11日� 
19：30～
21：30

9月18日� 
19：30～
21：30

9月25日� 
19：30～
21：30

10月2日� 
19：30～
21：30

講師 テーマ 講座のポイント 
流通環境の急速な変化の中でお客
様の視点に立った顧客満足の創出
の積極的な展開について考えます 

デフレ（モノ余り）時代にあった
新しい商いの仕方を、事例を交え
て学びます 

身を削るだけの「守り」だけでは
お客は減る一方。客数増をはかり、
顧客に満足していただける店へど
う変化するか 

ポイント、プリペイド、共通商品
券、デビットなどカード化による
顧客満足の提供とその効果を考え
ます 

日本全国総ＩＴ化時代。デジタル
家電に代表されるようにデジタル
をバランス良く商売に取り入れて
売上増を 

第
1
講
座
 第
2
講
座
 第
3
講
座
 第
4
講
座
 第
5
講
座
 

申
込
・
問
合
せ
先
＝
市
商
工

会
（
京
田
辺
市
田
辺
久
戸
５２
・

３
、
�
６２
・
０
０
９
３
、
�

６２
・
３
９
２
６
、
電
子
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス：

kyotanabe-
sci@

kyoto-fsci.or.jp

）

あきんどセミナー開きます あきんどセミナー開きます あきんどセミナー開きます 

三
山
木
・
普
賢
寺
地
区
民
生
児
童
委
員
協
議
会(

藤
澤
茂
会
長
、
２１
人)

は
、

８
月
１
日
、
市
内
天
王
地
区
に
あ
る
「
ふ
く
ろ
う
共
働
作
業
所
」
＝
林
剛
施
設

長
、
１１
人
＝
を
訪
れ
、
作
業
所
の
活
動
資
金
な
ど
を
支
援
す
る
た
め
、
い
ら
な

く
な
っ
た
絣
な
ど
の
着
物
の
生
地
を
使
い
、
自
分
た
ち
の
手
で
作
っ
た
フ
ク
ロ

ウ
の
ぬ
い
ぐ
る
み
な
ど
約
５０
セ
ッ
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

贈
ら
れ
た
の
は
、
作
業
所
の

名
前
（
ふ
く
ろ
う
）
と
「
不
苦

労
」
を
掛
け
て
、
苦
労
の
な
い

よ
う
に
と
の
願
い
を
込
め
た

「
幸
せ
の
フ
ク
ロ
ウ
」
の
ぬ
い

ぐ
る
み
な
ど
。
仲
良
く
２
羽
が

止
ま
り
木
に
並
ん
だ
壁
掛
け
、

か
ご
に
親
子
３
羽
が
入
っ
た
置

物
や
高
さ
２０
	
の
ぬ
い
ぐ
る
み

の
３
タ
イ
プ
。
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

グ
ッ
ズ
と
し
て
作
業
所
で
販
売

し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
収
益

ア
ッ
プ
を
支
援
す
る
の
が
目

的
。
値
段
は
、
５
０
０
円
〜
１

２
０
０
円
で
販
売
さ
れ
る
予
定

で
す
。

ぬ
い
ぐ
る
み
は
、
毎
月
２９
日

に
三
山
木
福
祉
会
館
に
協
議
会

の
女
性
メ
ン
バ
ー
が
古
い
着
物

な
ど
を
持
ち
寄
り
、
そ
の
生
地

を
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
手
作
り
さ

れ
た
も
の
で
す
。

こ
の
日
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
資

源
と
し
て
、
空
き
缶
（
ア
ル
ミ

缶
）
も
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
一
台
分

持
ち
寄
ら
れ
ま
し
た
。

作
業
所
で
は
、
手
す
き
の
和

紙
で
作
っ
た
製
品
を
販
売
さ
れ

て
い
る
他
に
、
少
し
で
も
作
業

所
の
活
動
資
金
を
捻
出
す
る
た

め
に
、
リ
サ
イ
ク
ル
資
源
の
ア

ル
ミ
缶
の
収
集
な
ど
も
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
集
め
た
缶
は
作
業

所
で
小
さ
く
し
て
業
者
に
引
き

取
ら
れ
ま
す
。

施
設
長
の
林
さ
ん
は
「
手
作

り
で
温
か
さ
が
あ
り
、
作
業
所

で
の
手
作
り
と
共
通
し
て
い
ま

す
。
ふ
く
ろ
う
は
、
自
然
環
境

を
守
る
る
神
様
の
象
徴
。
こ
の

作
業
所
に
ピ
ッ
タ
リ
。
メ
ン

バ
ー
た
ち
の
自
立
支
援
に
な
る

し
、
地
元
か
ら
こ
の
よ
う
な
協

力
を
い
た
だ
い
て
た
い
へ
ん
う

れ
し
い
で
す
」
と
話
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

ま
た
、
藤
沢
会
長
は
、「
販

売
し
た
収
益
は
、
作
業
所
の
活

日
時
＝
９
月
２
日
�

場
所
＝
各
区
・
自
治
会

く
わ
し
く
は
、
生
活
環
境
課

（
�
６４
・
１
３
６
６
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
民
が
清
潔
で
快
適
な
生
活

の
で
き
る
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
、
市
は
平
成
１１
年
に

ふ
く
ろ
う
共
働
作
業
所
へ
手
作
り
グ
ッ
ズ

市
は
、
環
境
美
化
に
対
す
る

市
民
の
み
な
さ
ん
の
意
識
を
一

層
高
め
、
う
る
お
い
の
あ
る
快

適
な
生
活
を
送
れ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
、
市
民
と
行

政
が
一
体
と
な
っ
た
“
ク
リ
ー

ン
ア
ッ
プ
京
田
辺
”「
市
民
一

斉
清
掃
」
を
行
い
ま
す
。

「
ま
ち
を
美
し
く
す
る
条
例
」

を
制
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
国

が
定
め
た
「
環
境
基
本
計
画
」

は
、
国
民
の
役
割
と
し
て
「
環

境
美
化
活
動
へ
の
参
加
な
ど
に

よ
り
、
地
域
の
環
境
美
化
に
努

め
る
」
こ

と
が
期
待

さ
れ
て
お

り
、
環
境

保
全
の
推

進
の
観
点

か
ら
も
輪

を
一
層
広

げ
て
い
く

こ
と
が
望

ま
れ
て
い

ま
す
。

環
境
美

化
は
私
た

ち
自
身
の
課
題
で
あ
り
、
市
民

一
人
ひ
と
り
の
問
題
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

動
資
金
と
し
て
役
立
て
て
い
た

だ
け
れ
ば
。
今
後
も
継
続
し
て

支
援
を
続
け
て
行
き
ま
す
。

も
っ
と
輪
が
広
が
れ
ば
と
思
い

ま
す
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
京
田
辺 

区
・
自
治
会
で
一
斉
清
掃

９
月
２
日

ふ く ろ う 共 働 作 業 所
ふくろう共働作業所は、、精神障害者の方が通所できる

施設として今年4月に開所した共同作業所。現在11人が、
牛乳パックなど古紙を利用した紙すきなどを通して、自
立と社会参加を目指して活動されています。

しめきり
８月30日

６月３日に行われた一斉清掃（諏訪ケ原公園）

節水にご協力ください

水
を
大
切
に

京田辺市水道部（�62・0414）

三山木・普賢寺
民 生 児 童 委 員

中小商店が生き残る方策を提案

プレゼントされた手作りの
フクロウたち

作
業
所
を
訪
れ
た
協
議
会
委
員

（
上
）
持
ち
寄
っ
た
空
き
缶
を
運

ぶ
み
な
さ
ん
（
右
）

メ
ン
バ
ー
の
自
立
を
支
援

メ
ン
バ
ー
の
自
立
を
支
援 
メ
ン
バ
ー
の
自
立
を
支
援 


